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安保法制を問う安保法制を問う

　

自
民
党
の
若

手
議
員
団
が
勉

強
会
に
今
一
番

売
れ
て
い
る
流

行
作
家
の
百
田
尚
樹
氏
を
講

師
に
招
い
た
。
政
策
勉
強
よ

り
も
、
ど
う
し
た
ら
人
気
者

に
な
れ
る
か
と
い
う
主
催
者

側
の
思
惑
が
見
え
見
え
で
あ

る
。

　

百
田
氏
の
最
近
作
『
夢
を

売
る
男
』
は
コ
メ
デ
ィ
ー
・

タ
ッ
チ
で
出
版
界
の
裏
を
暴

露
す
る
と
同
時
に
、
活
字
文

化
の
危
機
的
状
況
を
活
写
し

て
い
て
、
活
字
に
携
わ
る
新

聞
部
員
と
し
て
も
看
過
で
き

な
い
。
氏
の
作
品
は
文
体
そ

の
も
の
が
読
み
や
す
く
読
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
精
神
に
溢
れ

て
お
り
、
並
の
文
章
読
本
よ

り
実
用
的
で
あ
る
。

　

し
ゃ
べ
り
も
う
ま
い
か
ど

う
か
は
私
に
は
分
か
ら
な
い

が
、
恐
ら
く
聴
衆
を
引
き
付

け
る
面
白
さ
は
抜
け
目
な
く

た
っ
ぷ
り
と
含
ん
で
い
た
だ

ろ
う
。

　

だ
が
、
少
し
調
子
に
乗
り

す
ぎ
た
。
講
演
の
後
の
座
談

で
の
発
言
だ
っ
た
と
弁
解
す

る
の
も
氏
ら
し
く
面
白
い
。

　

民
主
主
義
の
根
幹
を
な
す

言
論
の
自
由
を
権
力
者
に
抑

え
て
も
ら
う
の
を
期
待
す
る

発
言
は
当
然
物
議
を
呼
ん

だ
。
皮
肉
に
も
世
間
の
見
識

の
健
全
さ
が
示
さ
れ
た
。

今日の数字

８億円
　「漏れた年金」への対応経費
（年金機構の試算）。被害の全容
が判明すればさらに高額に。
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軸軸
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を
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憲
法
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幹
事
・
弁
護
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吉
田
健
一

憲
法
会
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代
表
幹
事
・
弁
護
士　

吉
田
健
一

海
外
で
の
武
器
使
用
を
拡
大

Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
変
え
、
多
国
籍
軍
に
も
参
加

活
動
に
参
加
し
、
武
器
使
用

も
大
幅
に
拡
大
す
る
。

　

今
回
の
安
保

法
制
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
枠
を

超
え
て
Ｐ
Ｋ
Ｏ

や
多
国
籍
軍
の

　

Ｐ
Ｋ
Ｏ
と
は
、
国
連
総
会

や
安
保
理
の
決
議
に
も
と
づ

き
、
停
戦
合
意
の
も
と
で
武

力
紛
争
の
再
発
を
防
止
す
る

監
視
活
動
と
か
、
新
た
に
確

立
さ
れ
る
政
府
の
援
助
な
ど

を
行
う
国
連
の
「
平
和
維
持

活
動
」
で
あ
る
。

Ｋ
Ｏ
活
動
に
参
加
し
て
き
た

が
、
そ
れ
は
、
戦
闘
行
為
や

武
力
行
使
に
及
ぶ
こ
と
が
な

い
活
動
に
と
ど
め
、
武
器
の

使
用
も
正
当
防
衛
の
範
囲
に

限
定
す
る
な
ど
の
条
件
の
も

と
に
認
め
ら
れ
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
今
回
の
安
保

◎　
　

◎

　

日
本
は
、
１
９
９
２
年
に

成
立
し
た
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
に
よ

り
、
自
衛
隊
が
カ
ン
ボ
ジ
ア

や
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
な
ど
で
Ｐ

法
制
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
限

定
や
条
件
を
外
し
、
参
加
し

な
い
と
し
て
き
た
活
動
へ
の

参
加
や
武
器
の
大
幅
使
用
を

認
め
る
。

　

第
１
に
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
以
外
の

活
動
、
す
な
わ
ち
国
連
の
統

括
し
な
い
多
国
籍
軍
の
活
動

に
も
参
加
す
る
。
第
２
に
、

治
安
維
持
の
た
め
に
す
る

「
監
視
、
駐
留
、
巡
回
、
検

問
、
警
備
」
等
の
活
動
や
駆

け
つ
け
警
護
の
活
動
を
海
外

で
行
う
。
第
３
に
、
任
務
を

◎　
　

◎

　

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
が
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
タ
リ
バ
ン

政
権
を
倒
し
た
後
に
成
立
し

た
政
府
を
支
援
す
る
「
国
際

治
安
支
援
部
隊
」（
Ｉ
Ｓ
Ａ

Ｆ
）
に
も
参
加
す
る
こ
と
と

な
る
。
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
は
国
連
Ｐ

Ｋ
Ｏ
と
は
異
な
り
、
治
安
確

保
の
た
め
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
を

中
心
に
組
織
さ
れ
た
多
国
籍

軍
で
あ
っ
た
が
、
反
政
府
武

装
組
織
の
掃
討
作
戦
な
ど
で

欧
米
諸
国
の
兵
士
等
が
約
３

５
０
０
人
も
戦
死
し
て
い

る
。
し
か
も
、
安
保
法
制
で

は
、
武
器
使
用
を
大
幅
に
拡

大
し
て
妨
害
を
排
除
す
る
た

め
に
先
制
的
な
発
砲
を
認
め

る
こ
と
に
な
る
の
で
、「
妨

害
者
ら
し
い
武
装
勢
力
が
現

れ
た
ら
、
排
除
の
た
め
の
機

銃
掃
射
」
に
及
ぶ
こ
と
に
も

な
る
。
武
装
勢
力
と
一
般
市

民
の
区
別
も
困
難
で
、
検
問

や
巡
回
活
動
に
お
い
て
一
般

市
民
を
武
装
勢
力
と
誤
認
し

て
銃
撃
す
る
例
も
少
な
く
な

い
。

　

自
衛
隊
が
海
外
で
殺
傷
行

為
や
戦
闘
行
為
に
及
び
、
死

傷
者
を
出
す
リ
ス
ク
が
高
ま

る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

 

（
つ
づ
く
）

自衛官のリスクを明らかに
しない答弁が目立つ防衛相
（防衛省ホームページから）

（上）宮本岳志議員　
（中）清水忠史議員　
（下）辰巳孝太郎議員

会員の弔慰について

管理部

　大阪府歯科保険医協会は会員を
対象に、社会慣習に従った弔慰を
おこなっています。ご本人の死亡
や家族（１親等）の死亡、診療所
または自宅が火災・水害の被害に
あわれた時は、速やかに協会事務
局までご連絡ください。

速やかに協会事務局まで

古関彰一古関彰一氏氏（獨協大学名誉教授）（獨協大学名誉教授）がが講演講演

８
月
30
日（
日
）、Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
５

　

協
会
は
毎
年
恒
例
の
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
８
月
30
日
、

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
く
。
午
前
の
部
は
、
政
策
部
が
歯
科

技
工
問
題
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
午
後
の
部
は
市
民
講
座

と
し
て
開
き
、
安
倍
政
権
が
今
国
会
で
成
立
を
狙
う
安
全

保
障
関
連
法
案
と
平
和
主
義
の
行
方
に
つ
い
て
古
関
彰
一

氏
（
獨
協
大
学
名
誉
教
授
）
が
講
演
す
る
。

【
日
時
】
８
月
30
日
（
日
）
午
前
10
時
半
〜
午
後
３
時
半

【
会
場
】
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

【
定
員
】
１
０
０
人

【
会
費
】
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
・
家
族
無
料

※
お
申
し
込
み
は
事
務
局
（
℡
06
―
６
５
６
８
―
７
７
３
１
）

　

古
関
氏
の
専
門
は
憲
法

史
。
日
本
国
憲
法
の
制
定
過

程
に
関
す
る
研
究
を
始
め
、

講
和
条
約
・
安
保
条
約
な
ど

と
の
関
わ
り
か
ら
憲
法
の
平

和
主
義
の
軌
跡
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
現
在
は
安
全
保

障
論
を
新
た
な
角
度
か
ら
考

察
し
て
い
る
。

　

安
倍
政
権
が
国
会
会
期
を

延
長
し
て
ま
で
成
立
を
狙
う

安
保
関
連
法
案
に
は
、
海
外

で
の
武
力
行
使
に
道
を
開
く

集
団
的
自
衛
権
行
使
の
た
め

の
改
定
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

戦
後
70
年
を
迎
え
、
日
本
の

平
和
主
義
が
根
底
か
ら
覆
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
講
演

を
通
し
て
憲
法
９
条
の
成
立

過
程
か
ら
「
平
和
国
家
」
の

歩
み
を
振
り
返
り
、「
安
全

保
障
」
の
在
り
方
を
見
つ
め

直
す
。

　

午
前
の
部
の
歯
科
技
工
問

題
で
は
、
危
機
的
状
況
に
あ

る
歯
科
医
療
現
場
の
実
態
を

政
策
部
が
報
告
し
、
診
療
報

酬
の
抜
本
的
引
き
上
げ
を
求

め
る
協
会
運
動
を
振
り
返

る
。
そ
の
上
で
、
歯
科
技
工

の
在
り
方
に
つ
い
て
参
加
者

と
共
に
意
見
を
出
し
合
い
、

危
機
打
開
の
方
策
を
展
望
す

る
。

孝
太
郎
参
院
議
員
が
面
談
に

応
じ
た
。
宮
本
議
員
は
「
社

会
保
障
を
削
っ
て
も
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
で
は
実
態
経
済
が

上
向
か
ず
財
政
再
建
は
無
理

だ
」
と
語
り
、
窓
口
負
担
の

軽
減
を
求
め
る
請
願
署
名
１

６
１
筆
の
紹
介
議
員
を
引
き

受
け
た
。
辰
巳
議
員
は
安
保

法
制
に
つ
い
て
「
会
期
延
長

す
れ
ば
問
題
点
が
さ
ら
に
明

ら
か
に
な
る
。
数
の
力
で
押

し
通
す
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
」
と
話
し
た
。

（
３
面
に
要
請
議
員
一
覧
）

い
て
厚
労
省
レ
ク
チ
ャ
ー
に

参
加
し
た
。
議
員
要
請
で

は
、
大
阪
府
選
出
の
衆
参
合

わ
せ
て
40
議
員
を
訪
ね
た
。

　

共
産
党
の
宮
本
岳
志
、
清

水
忠
史
両
衆
院
議
員
と
辰
巳

　

日
本
を
海
外
で
戦
争
す
る

国
に
す
る
た
め
の
憲
法
９
条

破
壊
の
「
安
保
法
制
」
関
連

法
案
が
審
議
入
り
し
、
論
戦

が
続
く
６
月
11
日
、
協
会
・

保
団
連
が
取
り
組
ん
だ
国
会

要
請
行
動
に
は
16
協
会
、
89

人
が
集
ま
っ
た
。

　

協
会
か
ら
は
江
原
豊
、
杉

本
叡
、
中
西
幹
夫
、
森
啓
、

段
野
和
茂
、
平
野
権
栄
、
有

地
正
の
各
役
員
が
参
加
し
、

診
療
報
酬
の
プ
ラ
ス
改
定
や

歯
科
技
工
士
の
窮
状
改
善
、

医
療
制
度
改
悪
に
反
対
す
る

要
請
な
ど
を
行
っ
た
。

　

衆
院
・
憲
法
審
査
会
の
傍

聴
や
医
療
改
革
関
連
法
に
つ

　「新たな患者負担増をやめ、窓口負担
の大幅軽減を求める請願」署名の取り組
みが６月末で終了したことを受け、協会
は署名結果とお礼を患者に伝えるポスタ
ーを作成した。今号に同封し、会員に届
ける。
　ポスターでは、院長名で署名への協力
のお礼を述べ、寄せられた署名を国会へ
提出したことを報告している。

署
名
お
礼
ポ
ス
タ
ー

今
号
に
同
封
、活
用
を

遂
行
す
る
た

め
に
必
要
な

武
器
使
用
、

す
な
わ
ち
正

当
防
衛
の
範

囲
を
超
え
て

妨
害
勢
力
の

排
除
の
た
め

の
武
器
使
用

を
認
め
る
。

安保法制廃案へ国会要請
憲法審査会を傍聴

安保法制を問う安保法制を問う


